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②

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
は
９
月
４
日

か
ら
９
月

１２
日
ま
で
の
９

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

委
員
会
報
告
２
件

報
告
３
件

条
例
３
件

補
正
予
算
５
件

契
約
１
件

決
算
認
定
９
件

そ
の
他
１
件

発
議
２
件

９
月
９
日
、

１０
日
、

１１
日

は
決
算
審
査
を
行
い
、
最

終
日
に
可
決
・
認
定
し
ま

し
た
。
一
般
質
問
は
６
人

が
た
ち
、
行
政
を
た
だ
し

ま
し
た
。

会　　計　　名
歳入（千円） 歳出（千円）

一般会計

特別養護老人ホーム特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

５，７６７，９５１

３３４，３４８

６８６，１９１

８７８，４８０

１０６，６６９

令和６年度

５，７５６，０５０

３３０，１０８

７９６，０５０

８７９，０１５

１０３，２１６

令和５年度

５，４９８，９８０

３３４，３４８

６７９，３１５

８３３，４０８

１０３，９２２

令和６年度

５，３７７，０１８

３３０，１０８

７７４，９７７

８７６，０１２

１０１，２１１

令和５年度

０．２

１．３

△１３．８

△０．１

３．３

前年度対比
（％）

２．３

１．３

△１２．３

△４．９

２．７

前年度対比
（％）

※前年度対比（％）は、小数第２位を四捨五入

一般会計
決算の内訳

歳入
57億6795万円

54億9898万円

歳出

依
存
財
源
　
68
%

国・県支出金
7億5451万円

その他
2億9613万円

教育費
2億6009万円

農林水産業費
2億3807万円

消防費
3億2306万円

土木費
3億4768万円

公債費
6億6913万円 衛生費

8億1239万円

民生費
11億8896万円

総務費
13億6347万円

町債
3億4468万円

地方交付税
26億1661万円

その他
1億8614万円

町税
4億3302万円

使用料及び手数料
1億4031万円

分担金及び負担金
2億4958万円

その他（諸収入・
繰入金・繰越金など）
12億5602万円

自
主
財
源
　
32%

自
主
財
源
　
32%

まちづくり実現へ 認
　定



③

商店街等振興計画推進事業
２９８万円

地域おこし協力隊事業
１４８４万円

商工会が主体となって事業を実施。
チャレンジショップ、夕涼み祭り、
新春マルシェを開催。子どもから
お年寄りまで年齢層を問わず多く
の方が来場し、弘見地区商店街の
活性化に寄与した。

都市部の若者が移住し、地域活動
を行いながら定着を目指す。
令和６年度は３名が起業支援補助
を受け、町内に定住し起業するな
ど、地域で新しい仕事を創出して
いる。

住宅耐震改修事業費
４７６７万円

住宅耐震改修設計補助金
１６５４万円

町実施の耐震診断及び耐震改修設
計を経て耐震改修工事を実施する
場合の費用を一部補助
上限：100万円／戸
実施：48件

耐震診断の結果、倒壊の可能性が
ある住宅を対象に、耐震改修計画
書作成費用の一部を補助
上限：35万円／戸
実施：48件

ブロック塀等耐震対策費
２４７万円

老朽住宅除去事業費
１６０６万円

避難路等に位置する危険性が高い
コンクリートブロック塀等の撤去
等に係る費用の一部を補助
上限：20万5千円／件
実施：13件

基準により老朽住宅と判断され、
倒壊による周辺への被害の恐れが
あるなどの要件を満たす住宅の除
去費用の一部を補助
上限：164万5千円／件
実施：12件

夢ある未来への令和6年度
決算審査

令和6年度は、こんな事業に取り組みました



④

子育て世帯の負担軽減

5186万円
◆出生祝金  ２５５万円

◆乳幼児医療費助成金  ３００万円

◆ひとり親家庭医療助成金  ２５１万円

◆児童福祉医療費助成金  ６７６万円

◆出産・子育て応援助成金  １５５万円

◆児童手当  ３５４９万円

健康を維持するための補助

1725万円
◆胃・肺・大腸・子宮・乳がん検診

　４４４万円

◆定期予防接種

　集団予防（全額公費負担）

　個別予防（一部個人負担）

手厚い安心のための補助

1億7956万円
◆障害者自立支援給付費

　１億５０７４万円

◆老人保護措置事業  ２８８２万円

すべての家庭に減税

9539万円
◆所得税、住民税課税者に対し１人当

たり所得税３万円、住民税１万円の

定額減税。

◆電気・ガス・食料品の価格高騰に対

し、非課税世帯１世帯当たり３万円・

子ども加算２万円給付。

◆令和５年度均等割りのみ課税世帯へ

１世帯当たり１０万円、１８歳以下の

児童に１人５万円給付。

◆令和６年度住民税非課税世帯または

均等割りのみ課税世帯へ１世帯当た

り１０万円、１８歳以下の児童に１人

５万円給付。

共に乗り越える こんな取り組みを

実施しました

こんな取り組みを

実施しました



⑤

有害鳥獣被害防止

1306万円
◆イノシシ・サル・シカ等の捕獲

　１１９３万円

◆防護柵設置補助  １１３万円

漁港修繕等

1960万円
◆安満地漁港・橘浦漁港  １７９万円

◆小才角漁港  ４７１万円

◆一切防波堤  １３１０万円

町道維持補修等

2821万円
◆町道舗装修繕、草刈り作業

　側溝清掃、側溝鋼製蓋、

　カーブミラー等

財政の硬直化どう改善

知ってほしい
直面する課題

経常収支比率とは

　財政構造の硬直度や柔軟性を示す指標
として「経常収支比率」があります。経
常収支比率は、地方自治体の経常的な収
入（地方税、地方交付税、地方譲与税な
ど）に対して、経常的な支出（人件費、
扶助費、公債費など）がどの程度充当さ
れているかを示す比率です。

７０～８０％程度が健全

　経常収支比率は、かつて町村では７０
～８０％程度が健全とされていました。
経常収支比率の令和５年度の県内町村
平均は、８８．８％、令和６年度の大月町
は９１．４％となり、さらに財政の硬直化が
進んでいます。

どう改善していくのか

　収入を増やし、使い方を工夫して、町
民のためにお金をどう作っていくか大き
な課題です。町の財政改革が求められて
います。

けいじょうしゅうしひりつ

手をたずさえ令和6年度歳出決算

生活の質を高めるため

令和6年度歳出決算

生活の質を高めるため



⑥

大
月
病
院
の
入
院
・
外
来
収
益

・
　
３
千
万
円
近
く
増
え
て
い
る
、
そ
の
要
因
は
。

・
　
診
療
報
酬
の
改
定
と
、
近
隣
市
町
村
に
お
け
る
病

院
の
閉
鎖
等
が
関
係
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

大
月
病
院
の
材
料
費
や
修
繕
費

・
　
前
年
に
比
べ
高
額
な
経
費
と
な
っ
た
理
由
は
。

・
　
材
料
費
が
前
年
よ
り
33
％
高
騰
し
て
い
る
の
と
、

修
繕
費
に
つ
い
て
は
高
額
な
機
器
を
毎
年
計
画
的
に
修

繕
し
て
い
る
た
め
で
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

　
　
こ
の
事
業
内
容
と
効
果
は
。

　
　
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
を
導
入
し
た
も
の
で
す
。
従

事
者
か
ら
、
大
変
助
か
っ
て
い
る
と
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

予
防
運
動
教
室
委
託
料

　
　
活
動
内
容
と
目
指
す
方
向
は
。

・
　
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
で
月
１
回
麻
雀
教
室
を
開
い
た

と
こ
ろ
10
名
程
度
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
教
室

は
好
評
で
自
主
的
に
集
ま
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
将
来

は
地
区
で
の
自
主
的
な
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
繰
入
金

・
　
一
般
会
計
か
ら
約
一
億
円
を
繰
入
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

・
　
今
後
も
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
備
品
購
入
費

・
　
備
品
購
入
費
の
約
１
４
８
万
円
に
つ
い
て
の
説
明

を
求
め
る
。

・
　
主
に
パ
ソ
コ
ン
の
入
れ
替
え
に
１
４
０
万
円
と
備

品
購
入
で
す
。

問答問答問答

問答問答問答

決算
審査

　
　
　
　
　
福
　
祉

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

令和７年９月９日から１１日までの３日間、決算審査を実施しました。



⑦

公
債
費

　
　
公
債
費
償
還
金
の
残
高
は
。

　
　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
残
高
は
令
和

６
年
度
末
で
約
66
億
８
千
万
円
で
す
。

徴
収
し
た
税
額

　
　
租
税
債
権
管
理
機
構
で
徴
収
し
た
税
額
は
。

　
　
町
民
税
、
国
保
税
を
合
わ
せ
約
４
６
５
万
円
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
約
96

万
円
、
合
計
約
５
６
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

不
用
額

　
　
民
生
費
の
中
の
社
会
福
祉
費
の
不
用
額
が
多
い
の

は
な
ぜ
か
。

　
　
一
時
的
に
医
療
機
関
へ
の
患
者
が
増
加
し
た
場
合
、

予
算
不
足
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

社
会
教
育
費

　
　
見
え
て
き
た
効
果
は
。

　
　
「
大
人
の
学
校
」
の
継
続
や
文
化
財
調
査
員
と
の

繋
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、
町
史
編
さ
ん
作
業
に
繋
げ
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

職
員
研
修

　
　D

A
IS

事
業
は
ど
ん
な
研
修
か
。

　
　
大
月
町
が
抱
え
る
課
題
、
今
回
は
地
域
資
源
に
つ

い
て
、
起
業
人
・
専
門
家
で
チ
ー
ム
を
組
み
企
画
提
案

を
行
い
、
事
業
採
択
ま
で
を
目
標
に
し
た
研
修
で
す
。

問答問答

問答問答

幡
多
地
域
森
づ
く
り

　
　
負
担
金
約
60
万
円
の
効
果
は
。

　
　
町
の
方
で
森
林
の
意
向
調
査
や
林
況
調
査
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
幡
多
地
域
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

へ
共
有
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
設
計
な
ど
の
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

移
住
促
進
事
業

　
　
移
住
促
進
事
業
と
し
て
約
１
２
０
０
万
円
支
出
し

て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は
。

　
　
必
ず
し
も
移
住
者
数
の
増
に
繋
が
っ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
相
談
件
数
か
ら
見
る
と
今
後
も
必
要

な
事
業
で
あ
る
と
検
証
し
て
い
ま
す
。

外
商
強
化
業
務

　
　
外
商
強
化
業
務
委
託
料
の
費
用
対
効
果
は
。

　
　
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
外
商
強
化
と
し
て
種
を
蒔

い
て
い
る
段
階
で
す
の
で
、
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

　
　
赤
字
補
て
ん
は
ど
れ
だ
け
か
。

　
　
鉄
道
経
営
助
成
基
金
負
担
金
約
５
８
３
万
円
で
す
。

問答問答問答問答

問答

　
　
　
　
　
　
教
　
育

　
　
　
　
　
　
税



⑧

◆職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部を改正する条例の制定

仕事と育児の両立支援制度の利用に
関する職員の意向確認等

◆大月町職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例の制定

部分休業の取得パターンの多様化等

◆大月町議会議員及び大月町長の選挙に

おける選挙運動用ポスターの作成の公

営に関する条例の一部を改正する条例

の制定

作成単価の限度額の改正

◆樫ノ浦

小型動力ポンプ付積載車購入
事業費　１１３０万円

（うち辺地対策事業債　１０９０万円）

◆柏　島

津波浸水区域外へ下水処理施設移設
事業費　３０００万円

（うち辺地対策事業債　５８０万円）

下水処理施設工事の様子

◆令和 7年度小型自走式水洗トイレカー

購入契約の締結

・契約金額
　　８，８６６，７１２円（消費税を含む）
・契約の相手方
　　株式会社特装高知

◆町道古満目線落石対策工事請負契約の

変更に係る専決処分

・今回変更による増額
　　４，９７２，０００円（消費税を含む）
・変更の理由

ロープ伏工の施工範囲を広げる。
電線防護管を設置する。

レイアウト予定図

トイレカーは災害時
だけでなく、イベン
トなどにも使用でき
るよ。

条例

契約

辺地に係る
　　　総合整備計画



⑨

１
　
令
和
８
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
て
、
物
価

高
騰
及
び
人
件
費
の
上
昇

へ
適
切
に
対
応
し
、
病
院

経
営
の
安
定
に
資
す
る
よ

う
適
切
な
診
療
報
酬
の
改

定
を
行
う
こ
と
。

２
　
病
院
経
営
の
現
状
を

考
慮
し
、
地
域
医
療
を
守

る
た
め
、
診
療
報
酬
改
定

や
新
た
な
仕
組
み
の
導
入

が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

緊
急
的
な
財
政
的
支
援
を

実
施
す
る
こ
と
。

３
　
地
方
に
お
け
る
深
刻

な
医
療
人
材
不
足
の
解
消

に
向
け
て
、
地
方
の
実
情

を
適
切
に
把
握
し
、
医
師
・

看
護
師
等
の
地
域
偏
在
の

解
消
と
、
医
師
を
は
じ
め

と
し
た
医
療
人
材
の
確
保

に
向
け
て
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
実
効
性
の
あ
る

制
度
や
仕
組
み
を
導
入
す

る
こ
と
。

　
小
規
模
事
業
者
等
の
事

業
存
続
や
日
本
経
済
の
振

興
、
ひ
い
て
は
国
民
生
活

を
守
る
た
め
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
廃
止
を
強
く
要

望
す
る
。

１
　
根
本
的
な
米
不
足
の

原
因
を
明
確
に
し
、
将
来

に
向
け
た
需
要
安
定
策
を

講
じ
る
こ
と
。

２
　
農
家
が
安
定
的
に
米

づ
く
り
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
価
格
保
証
や
所
得
補

償
等
を
行
う
こ
と
。

３
　
肥
料
・
燃
料
・
資
材

等
の
高
騰
に
対
す
る
補
助

を
強
化
す
る
こ
と
。

米
の
安
定
供
給
体
制
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書

持
続
可
能
な
地
域
医
療
体

制
確
保
の
た
め
の
支
援
等

を
求
め
る
意
見
書

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
を

求
め
る
意
見
書

病院経営を安定化させ地域医療を守る

意見書は、全て関係省庁等に
送付しました。

一般会計の補正予算は、主に基金積立て、消防タンク車購入、トイレ改修にあてます。

国民健康保険特別会計　　
６８８万円

介護保険特別会計　　　　
４５７１万円

給与集中処理特別会計　　
４５０万円

後期高齢者医療特別会計　
２７５万円

特別会計一般会計　2億8276万円

財政調整基金
１億２３５１万円

消防タンク車等購入
１億９１０万円

ほっとセンタートイレ改修
１７８万円

主な
使い道

意見書

米の安定供給、地域医療体制確保の
意見書は、中田議員が賛同者を得て
提出。

9月補正　基金・タンク車購入
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大
月
町
が
大
好
き

　
昭
和

１０
年
、
の
ち
に
私
財
を
投
じ
お
猿
公
園
ま

で
の
道
を
整
備
し
た
中
田
宏
氏
の
三
女
と
し
て
大

月
町
に
生
ま
れ
る
。
昭
和

３３
年
に
結
婚
し
２
人
の

息
子
に
恵
ま
れ
、
昭
和

４５
年
に
は
大
月
町
新
庁
舎

移
転
と
同
時
に
喫
茶
店
を
開
業
。

４５
年
間
、
町
内

の
方
々
や
議
員
同
士
が
珈
琲
を
飲
み
な
が
ら
熱
い

討
論
を
交
わ
す
事
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
父
が
愛

し
た
大
月
が
大
好
き
で
、
大
月
町
の
歩
み
を
肌
で

感
じ
ら
れ
た
事
が
一
番
嬉
し
い
。

　
未
来
に
つ
い
て

　
議
会
だ
よ
り
が
前
よ
り
見
や
す
く
な
っ
た
。
毎

号
の
議
会
だ
よ
り
が
楽
し
み
。
若
い
方
の
政
治
離

れ
改
善
の
為
、
も
っ
と
情
報
を
発
信
し
て
欲
し
い
。

も
っ
と
情
熱
を
感
じ
た
い
。

５０
年
目
を
目
指
し
健

康
に
気
を
配
り
な
が
ら
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

総務厚生常任委員会
　「福祉の充実をめざす住民主体のまちづ
くり」をめざし、社協への所管事務調査を
含め６回の会合を持ちました。大月町議会
にあげられた陳情審査をしました。

産業建設常任委員会
　「地域経済の活性化」をめざし、４回の
会合を持ちました。四万十ドラマ視察（所
管事務調査）や陳情の審査をしました。

議会広報常任委員会
　５回の会合をもち、大月町議会だより
１２１号（３月臨時会・６月定例会）を発行
しました。

議会のあり方検討特別委員会
　４回の会合を持ち、ただいま検討中で
す。

地区懇談会
　芝、柏島、頭集、平山、赤泊、大浦、本
田、春遠、姫ノ井、安満地、本村、龍ケ迫、
小才角、成畑、泊浦、周防形、長沢のみな
さん、ありがとうございました。

研修会に参加
  7 月
◆高知市で議会広報研修会―内容は、「議

会広報の枠組みと戦略的広報」
◆高知市で県市町村議会議員研修会―内容

は、「地方議会の役割　地方の改革は議
会から」

  8 月
◆梼原町で高幡町村議会議長会　議員研修

会―内容は、「いつまでも住み続けられ
る集落づくり」

龍
ケ
迫
地
区
懇
談
会

　
み
ん
な
の
広
場

柴
田
　
裕
子
さ
ん
　
90
歳

ひ
ろ
こ

大
月
に
生
ま
れ
て
90
年

　議会活動報告 ９月末時点
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西
粟
倉
村
を
視
察

　
村
の
森
林
を
地
域
資
源

と
し
て
活
用
し
、
林
業
６

次
化
を
進
め
成
功
し
て
い

る
西
粟
倉
村
を
５
月

２０
日

に
視
察
し
た
。

合
併
に
揺
れ
る

　
当
時
、
西
粟
倉
村
は
村

の
合
併
問
題
で
揺
れ
た
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
、「
村

を
残
し
た
い
」
と
い
う
村

長
の
強
い
信
念
で
、
平
成

１６
年
に
合
併
離
脱
を
宣
言

し
自
立
の
道
を
選
ん
だ
。

百
年
の
森
林
構
想
提
唱

　
村
に
は
金
も
な
い
、
何

も
な
い
と
職
員
は
悲
観
し

た
が
、
村
長
は
、「
村
に

は
山
が
あ
る
」
と
激
励
。

村
が
存
続
し
て
い
く
た
め

に
、
平
成

２０
年
に
森
林
資

源
を
最
大
限
活
用
す
る
「
百

年
の
森
林
構
想
」
を
掲
げ

た
。

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

 

「
上
質
な
田
舎
」
を
め
ざ

し
、
所
有
者
が
分
散
し
て

管
理
さ
れ
て
い
な
い
私
有

林
を
、
村
が

１０
年
間
預
か

り
共
有
の
財
産
と
し
て
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
と
、

間
伐
材
を
使
用
し
た
商
品

開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
事
業
を
打
ち
立
て

た
。

現
在
ま
で
の
成
果

 

平
成

２０
年
か
ら
起
業
し
た

の
は

５０
社
を
超
え
、
年
商

は
３
億
円
を
超
え
る
事
業

者
も
い
る
。
平
成

２０
年
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
に
２

６
９
人
が
移
住
し
、
人
口

減
少
率
が
緩
や
か
に
な
っ

て
い
る
。

熱
意
　
信
念
　
共
感

　
こ
れ
は
当
時
の
村
長
の

生
き
残
り
を
か
け
た
熱
意

と
強
い
信
念
に
村
民
の
共

感
が
得
ら
れ
た
結
果
で
あ

る
。
ま
た
村
を
支
え
る
重

大
事
業
に
対
し
て
、
課
を

超
え
て
全
員
が
共
有
す
る

シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ

２０

年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ

と
は
驚
き
で
あ
る
。

働
か
な
い
者
は
去
れ

　「
自
治
体
は
中
小
企
業
だ
、

自
治
体
が
最
終
就
職
で
は

な
い
。
働
か
な
い
も
の
は

去
れ
」。
村
長
の
言
葉
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
。

大
月
町
に
活
か
す

　
大
月
町
も
積
極
的
に
学

ぶ
必
要
が
あ
る
。「
住
み

た
い
・
住
ん
で
よ
か
っ
た

町
」
と
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。
町

民
に
明
確
に
示
し
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

体
制
づ
く
り
が
急
務
。
２

０
５
０
年
の
予
想
人
口
１

８
０
０
人
が
現
実
の
も
の

と
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

西
粟
倉
村
に
学
び
大
月
町
に
活
か
す

　
研
修
を
受
け
る
大
月
町
議
員
。
説
明
を
担
当
さ

れ
た

４０
代
の
職
員
も
明
朗
闊
達
で
自
信
に
あ
ふ
れ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

生き残りをかけた熱意と信念
令和７年度議会視察研修報告その②
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A
　
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
表
明
さ
れ
て
、
６
ケ

月
が
経
過
し
て
い
る
。
こ

の
間
の
進
捗
具
合
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

岡
田
町
長
　
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
と
協
議
を
行
い
庁
内

会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

県
の
事
業
を
活
用
し
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
聘
し
、

計
画
に
係
る
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
の
取
り
ま
と
め
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

A
　
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
が
ふ
る
さ
と
振
興

公
社
よ
り
提
出
さ
れ
た
と

聞
く
が
、
そ
の
内
容
は
。

岡
田
町
長
　
概
要
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
階
部
分
を

増
築
し
、
売
店
を
集
約
し

イ
ー
ト
イ
ン
の
食
堂
を
導

入
。
二
階
を
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
活
用
で
き
る

提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
　
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

の
組
織
改
編
が
、
昨
年
度

末
に
行
わ
れ
た
と
聞
く
。

そ
の
内
容
は
。

岡
田
町
長
　
地
域
産
業
・

地
域
経
済
の
発
展
と
活
性

化
を
目
的
と
す
る
重
要
な

組
織
で
あ
り
ま
す
。
更
な

る
公
社
の
発
展
に
は
、
若

い
人
材
の
活
用
や
民
間
か

ら
の
人
材
招
聘
な
ど
、
公

社
の
経
営
改
善
が
図
ら
れ

る
よ
う
理
事
会
に
お
い
て

今
回
の
思
い
切
っ
た
人
事

刷
新
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し

た
。

A
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
大

月
再
編
に
当
た
っ
て
、
大

月
町
は
指
定
管
理
者
と
し

て
、
ふ
る
さ
振
興
公
社
へ

ど
の
様
な
取
り
組
み
を
求

め
る
か
。

岡
田
町
長
　
条
例
で
は
、

町
民
の
近
代
的
社
会
環
境

の
改
善
向
上
の
為
の
事
業

実
施
を
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
産
外
商
の

強
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
開
発
及
び
提
案
等
、

本
町
の
地
域
産
業
の
中
核

と
な
る
取
り
組
み
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

安岡　利治 議員安岡　利治 議員

A
　
地
震
臨
時
情
報
が
発

表
さ
れ
事
前
避
難
対
象
地

区
の
方
が
、
１
週
間
程
度

避
難
す
る
と
思
う
が
、
そ

の
場
合
の
受
け
入
れ
体
制

な
ど
の
備
え
は
出
来
て
い

る
か
。

岡
田
町
長
　
指
定
避
難
所

６
か
所
で
、
避
難
対
象
者

全
員
の
受
け
入
れ
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
避
難

所
ま
た
は
浸
水
想
定
区
域

以
外
の
知
人
宅
等
へ
、
避

難
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
と
は
異
な

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
稼

働
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ

る
の
で
、
必
要
最
低
限
の

物
は
各
自
で
準
備
す
る
こ

と
を
基
本
に
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
各
種
計
画

の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
対

応
を
検
討
し
て
行
き
ま
す
。 地震臨時情報

新たな道の駅を目指して

一　般　質　問

新たな産業振興・観光拠点

道の駅リニューアル計画は
　基本コンセプトを共有し取り組む／町長

防
災
減
災
対
策

地
震
臨
時
情
報
へ
の
対
応
は

　
一
つ
一
つ
を

　
　
　
　
検
討
し
て
行
く
／
町
長
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大月町のここを聞く

A
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
、
有
事
の
際
に
少
し
で

も
命
を
守
れ
る
可
能
性
を

高
め
る
手
段
の
１
つ
と
し

て
救
命
胴
衣
の
導
入
は
。

岡
田
町
長
　
救
命
胴
衣
は
、

命
を
守
る
手
段
の
１
つ
と

し
て
有
効
で
す
の
で
、
国
・

県
の
補
助
な
ど
が
あ
れ
ば
、

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
救
命
胴
衣
が
避

難
時
に
命
を
守
る
有
効
な

持
ち
物
の
１
つ
と
し
て
、

今
後
広
報
等
で
周
知
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

中田　巌 議員中田　巌 議員

A
　
近
年
に
お
け
る
本
町

の
受
け
入
れ
数
を
聞
く
。

岡
田
町
長
　
本
町
が
直
接

の
窓
口
と
な
っ
て
受
け
入

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
令
和
３
年
度

以
降
、
令
和
７
年
度
の
現

時
点
ま
で
に

１３
校
３
１
６

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A
　
幡
多
広
域
観
光
協
議

会
が
、
教
育
旅
行
と
し
て

地
域
の
農
林
水
産
業
に
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
田
舎

暮
ら
し
体
験
型
修
学
旅
行

の
受
け
入
れ
の
募
集
を
行

っ
て
い
る
。
非
常
に
需
要

も
高
い
よ
う
だ
。
本
町
も

観
光
協
会
な
ど
を
介
し
住

民
や
宿
泊
業
者
が
参
画
で

き
る
よ
う
、
積
極
的
に
促

し
て
は
ど
う
か
。

岡
田
町
長
　
幡
多
広
域
観

光
協
議
会
も
、
民
泊
で
き

る
家
庭
を
増
や
し
た
い
意

向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
本

町
の
観
光
協
会
と
連
携
し
、

町
内
の
宿
泊
事
業
者
に
配

慮
し
な
が
ら
、
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

A
　
柏
島
の
海
に
、
野
生

の
イ
ル
カ
が
住
み
着
い
て

も
う
６
年
に
な
る
。
今
や

観
光
資
源
の
ひ
と
つ
。
こ

の
イ
ル
カ
に
特
別
住
民
票

を
交
付
し
、
観
光
振
興
に

繋
げ
て
は
ど
う
か
。

岡
田
町
長
　
非
常
に
良
い

ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

一
度
、
柏
島
地
区
の
方
へ

投
げ
か
け
、
慎
重
に
判
断

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

A
　
貴
重
な
自
主
財
源
確

保
の
手
段
の
１
つ
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
が
挙
げ
ら

れ
る
。
近
隣
市
町
村
で
は

納
税
額
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に
、
民
間
企
業
へ
委

託
先
を
変
更
し
て
い
る
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
財
政
難
の
本
町
に

お
い
て
、
民
間
企
業
へ
委

託
先
を
変
更
し
、
納
税
額

を
増
や
し
て
い
く
考
え
は

な
い
か
。

岡
田
町
長
　
ふ
る
さ
と
納

税
業
務
を
行
っ
て
い
る
民

間
企
業
は
多
数
あ
る
こ
と

か
ら
、
情
報
収
集
を
行
っ

た
上
で
慎
重
に
判
断
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
町
は
、
将
来
の

ハ
ー
ド
面
整
備
に
つ
い
て

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
今
後
多
額
の
投
資
的

予
算
が
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
貴
重
な
自
主
財
源
の

確
保
に
向
け
協
議
・
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

関係団体との連携

自主財源の確保を

観光振興

教育旅行の受入れ体制を
　関係機関と情報を共有する／町長

ふ
る
さ
と
納
税
業
務

民
間
企
業
へ
委
託
先
変
更
は

　
　
　
　
　
慎
重
に
判
断
／
町
長

命を守ること

救命胴衣の備えを
　有効な持ち物／町長



⑭

A
　
３
月
議
会
定
例
会
で

一
般
質
問
し
た
件
に
つ
い

て
再
度
の
質
問
。
新
た
な

被
害
想
定
が
出
さ
れ
て
半

年
が
経
過
し
た
。
３
月
当

初
は
、
ま
だ
情
報
が
入
っ

て
い
な
い
と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、
新
た
な
被
害
想
定

を
踏
ま
え
、
事
前
復
興
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

大
野
総
務
課
長
　
事
前
復

興
計
画
は
今
年
度
に
各
地

区
の
た
た
き
台
、
令
和
８

年
度
に
復
興
計
画
の
案
の

作
成
や
庁
内
の
体
制
の
構

築
、
令
和
９
年
度
に
計
画

の
取
り
ま
と
め
や
体
制
の

実
施
の
取
り
組
み
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

A
　
孤
立
想
定
地
区
や
観

光
拠
点
へ
の
備
蓄
品
の
早

期
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

で
の
分
配
を
３
月
定
例
会

で
提
案
し
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
新
た
に
で
は
な
く

早
期
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
案
で
あ
れ
ば
検
討
の
余

地
が
あ
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
半
年
が
経
過
し
現
状

ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
か
。

岡
田
町
長
　
孤
立
想
定
地

区
に
は
、
分
散
備
蓄
を
検

討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

が
、
保
管
場
所
や
そ
の
後

の
体
制
な
ど
、
例
え
ば
備

蓄
品
が
期
限
切
れ
に
な
っ

た
際
の
処
分
な
ど
、
地
区

と
の
協
議
が
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。

A
　
地
区
と
の
協
議
は
ど

の
く
ら
い
の
期
間
で
完
了

す
る
予
定
か
。

岡
田
町
長
　
要
望
が
あ
っ

た
地
区
か
ら
行
い
、
全
く

要
望
が
な
い
地
区
は
状
況

を
見
て
判
断
し
ま
す
。

A
　
８
月
１４
日
、
柏
島
の

大
型
駐
車
場
が
満
車
に
な

り
入
庫
待
ち
の
渋
滞
が
竜

ヶ
浜
キ
ャ
ン
プ
場
手
前
ま

で
出
来
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆
の
帰
省

時
期
と
観
光
シ
ー
ズ
ン
が

相
ま
っ
て
毎
年
多
く
の
方

で
賑
わ
う
が
、
地
区
の
方
々

だ
け
で
は
限
界
を
迎
え
て

い
る
。
そ
の
現
状
を
ど
れ

く
ら
い
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。

岡
田
町
長
　
担
当
課
が
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。
樫

西
園
地
内
の
大
月
ア
ウ
ト

ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｋ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
を
整
備

し
、
樫
西
海
岸
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
の
柏
島
一
極
集
中
を
回

避
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
来
年
以
降
の

対
応
と
し
て
、
道
の
駅
等

で
柏
島
の
渋
滞
状
況
を
看

板
等
に
よ
り
ア
ナ
ウ
ン
ス

す
る
予
定
で
す
。

A
　
近
年
、
観
光
客
の
増

加
に
よ
り
、
橋
の
上
に
駐

車
し
写
真
を
撮
っ
た
り
、

サ
ル
を
見
る
た
め
に
カ
ー

ブ
の
真
ん
中
に
駐
車
し
た

り
、
危
険
な
違
法
駐
車
が

激
増
し
て
い
る
。
重
大
事

故
に
な
る
前
に
対
応
を
求

め
る
。

岡
田
町
長
　
警
察
へ
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
協
力
要

請
を
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
回
数
を
増
や
し
て
も
ら

う
対
応
を
取
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米谷　勝市 議員米谷　勝市 議員

ローリングストックで備えを

危険が伴う違法駐車

防災・減災対策

時間がかかりすぎではないか
　　　協議を重ね進める／町長

一　般　質　問

観
光
振
興

新
た
な
問
題
、
違
法
駐
車
対
策
は

　
警
察
巡
回
を
増
や
し
て
も
ら
う
／
町
長



⑮

A
　
政
府
は
自
治
体
向
け

避
難
所
運
営
指
針
を
改
定

し
、
国
際
基
準
を
新
た
に

取
り
入
れ
、
１
人
当
た
り

３
・
５
平
方
メ
ー
ト
ル
の

占
有
ス
ペ
ー
ス
と
災
害
発

生
初
期
段
階
で
５０
人
に
つ

き
１
基
の
ト
イ
レ
を
用
意

す
る
よ
う
明
記
。
追
加
整

備
を
含
め
、
避
難
所
占
有

ス
ペ
ー
ス
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
本
町
の
避
難

所
へ
の
想
定
避
難
者
数
は

１
８
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
高
知
県
が
推
計
し

た
想
定
避
難
者
数
を
基
に

１
人
当
た
り
３
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
旧
基
準
で
の
ス

ペ
ー
ス
確
保
は
で
き
て
い

る
状
況
で
す
。

　
新
基
準
で
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
本

計
画
も
含
め
た
各
種
見
直

し
を
進
め
る
予
定
と
し
て

い
ま
す
。
ト
イ
レ
に
関
し

て
も
、
今
年
度
整
備
予
定

の
ト
イ
レ
カ
ー
、
備
蓄
槽

型
ト
イ
レ
等
を
始
め
徐
々

に
で
す
が
、
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

A
　
令
和
５
年
３
月
、
本

町
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
を
し
、
昨
年
度
省

エ
ネ
家
電
、
冷
蔵
庫
・
エ

ア
コ
ン
に
対
し
て
補
助
金

制
度
を
設
け
た
。
計
画
に

対
し
て
の
達
成
率
は
。

岡
田
町
長
　
令
和
６
年
度

よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
一
環
と
し
て
省
エ

ネ
家
電
製
品
に
買
い
替
え

る
町
民
の
皆
様
に
対
す
る

補
助
制
度
・
省
エ
ネ
家
電

買
替
費
補
助
金
を
創
設
し
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
年

度
実
績
は
、
エ
ア
コ
ン
の

買
替
１
２
３
基
、
冷
蔵
庫

６３
基
、
計
１
８
６
基
の
補

助
を
実
施
し
、
省
エ
ネ
家

電
買
替
補
助
金
を
活
用
し

た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
、
２

１
７
９
４
キ
ロ
の
う
ち
エ

ア
コ
ン
１
０
８
４
３
キ
ロ
、

冷
蔵
庫
１
０
９
５
１
キ
ロ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画

に
対
す
る
達
成
率
は
、
大

月
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
の
基
準
年
度
２
０

２
３
年
度
家
庭
部
門
の
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
量
１
１
５
３

万
キ
ロ
に
対
し

約
０
・

０２
パ
ー
セ
ン
ト
の

削
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

A
　
大
体
達
成
し
て
い
る

認
識
で
い
い
の
か
。

岡
田
町
長
　
ま
だ
で
す
。

２
０
３
０
年
、
２
０
５
０

年
と
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

こ
の
対
応
ま
で
に
は
ま
だ

達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２

０
３
０
年
、
２
０
５
０
年

に
向
け
て
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新谷　　伸 議員新谷　　伸 議員

避難所の大月小学校

補助金対象家電

大月町のここを聞く

避難所設備

被災者の権利保護を
　新基準スペース確保に努力／町長

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
を

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
努
力
／
町
長



⑯

A
　
協
力
隊
制
度
は
大
月

町
の
１
つ
の
歯
車
と
し
て

町
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て

募
集
を
す
る
べ
き
。
大
月

町
が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
、
募
集
に

繋
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

岡
田
町
長
　
大
月
町
で
は

こ
の
状
況
を
、
協
力
隊
の

課
題
と
し
て
と
ら
え
、
今

年
度
よ
り
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
お
け
る
移
住
定
住

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の

事
業
の
中
で
検
証
を
行
い

な
が
ら
、
定
着
率
の
向
上

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

A
　
こ
れ
ま
で
の
１０
年
間

で
２９
名
（
内
現
役
６
名
）

の
協
力
隊
員
を
受
け
入
れ

て
き
た
が
、
３
年
の
任
期

満
了
を
待
た
ず
し
て
、
半

数
以
上
の
方
が
途
中
退
任

し
て
い
る
。
他
の
自
治
体

に
比
べ
突
出
し
て
い
る
よ

う
に
思
う
が
、
こ
の
件
に

関
し
て
の
検
証
は
で
き
て

い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
途
中
退
任
と

な
っ
た

１２
名
の
中
に
は
、

任
期
途
中
で
起
業
を
す
る

な
ど
し
て
、
町
内
に
定
住

し
た
方
も
３
名
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
理
由
に
よ
り

退
任
と
な
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は

協
力
隊
の
他
に
新
た
な
目

標
が
で
き
た
な
ど
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
発
生
し
た
と
推

測
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

A
　
新
規
事
業
等
、
各
課

か
ら
出
て
き
た
当
初
予
算

と
い
う
の
は
、
住
民
生
活

と
密
着
し
て
い
る
関
係
上
、

ど
う
や
っ
て
こ
れ
か
ら
そ

の
財
政
状
況
を
精
査
し
て

い
く
の
か
。

岡
田
町
長
　
ふ
る
さ
と
納

税
等
、
町
の
貴
重
な
自
主

財
源
を
獲
得
し
歳
入
の
確

保
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て

も
、
さ
ら
に
優
先
順
位
や
、

費
用
対
効
果
な
ど
を
再
度

検
証
す
る
中
で
、
取
捨
選

択
等
、
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
財
政
の
健
全
化
、
歳

出
の
削
減
と
い
う
も
の
は

行
え
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

A
　
健
全
化
に
繋
が
る
財

政
計
画
と
は
、
予
算
の
何

を
切
り
詰
め
て
の
こ
と
か
。

ま
た
、
今
あ
る
様
々
な
助

成
や
補
助
金
の
見
直
し
は

考
え
て
い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
各
課
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
事
業
の

成
果
な
ど
を
聞
き
取
り
な

が
ら
、
歳
出
の
縮
減
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

何
を
切
り
詰
め
る
の
か
と

い
う
具
体
的
な
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
お

答
え
を
す
る
こ
と
は
難
し

い
わ
け
で
す
が
、
令
和
８

年
度
で
は
、
補
助
金
等
に

つ
い
て
も
一
定
見
直
し
を

す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら

に
予
算
、
歳
出
の
縮
減
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

谷　　正美 議員谷　　正美 議員

協力隊活躍の場を

賑わいのある町づくり

一　般　質　問

協力隊制度

ビジョンを持って募集すべき
　定着率向上を目指し進める／町長

財
政
計
画

健
全
化
に
つ
な
が
る
財
政
計
画
と
は

　
取
捨
選
択
等
、
健
全
化
に
努
め
る
／
町
長



⑰

A
　
訪
問
看
護
介
護
体
制

を
持
続
可
能
な
形
で
再
構

築
す
る
提
案
の
評
価
は
。

岡
田
町
長
　
ご
提
案
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
小
さ
な
町
の
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
顔
の
見
え
る
関
係

性
を
活
か
し
た
情
報
共
有

に
加
え
て
、
今
後
の
大
月

町
の
医
療
・
介
護
体
制
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
提
案
の

あ
っ
た
地
域
連
携
の
強
化

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
促
進
な

ど
の
ご
意
見
も
参
考
と
し

な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
連
携
の
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

A
　
大
月
町
産
キ
ビ
ナ
ゴ
・

い
わ
し
を
活
用
し
た
地
域

加
工
産
業
の
振
興
提
案
を

ど
う
受
け
止
め
る
か
。

岡
田
町
長
　
地
域
振
興
の

中
で
、
貴
重
な
ご
提
案
を

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
町
の
豊
か
な
海
洋
資
源

を
活
か
し
た
漁
業
者
の
所

得
安
定
や
雇
用
創
出
、
地

域
経
済
の
発
展
の
た
め
の

地
域
内
で
の
協
働
の
取
り

組
み
や
観
光
と
の
連
携
な

ど
、
議
員
の
地
域
振
興
・

産
業
振
興
を
何
と
か
し
た

い
と
い
う
熱
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

A
　
地
域
加
工
産
業
の
振

興
を
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

岡
田
町
長
　
議
員
の
提
案

が
あ
っ
た
す
く
も
湾
漁
協
・

商
工
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
試
験

場
、
そ
う
い
っ
た
団
体
と

も
協
力
体
制
を
い
た
だ
き
、

協
議
し
な
が
ら
、
で
き
る

も
の
か
ら
実
情
に
即
し
た

産
業
振
興
事
業
の
実
施
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

A
　
人
口
減
少
対
策
は
。

岡
田
町
長
　
子
育
て
世
帯

へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

や
、
移
住
・
定
住
促
進
に

加
え
、
高
知
県
人
口
減
少

対
策
総
合
交
付
金
を
活
用

し
た

３４
歳
以
下
の
人
口
の

増
、
婚
姻
数
の
増
、
出
生

数
の
増
な
ど
、
高
知
県
と

連
携
し
て
様
々
な
事
業
展

開
を
行
い
、
人
口
減
少
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

A
　
地
域
経
済
対
策
は
。

岡
田
町
長
　
事
業
継
承
を

含
め
、
後
継
者
・
担
い
手

等
の
人
材
の
確
保
・
育
成

を
経
済
対
策
の
柱
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A
　
地
震
対
策
は
。

岡
田
町
長
　
地
下
備
蓄
槽

型
ト
イ
レ
の
設
置
、
防
災

井
戸
の
設
置
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

地域連携の強化が求められる

加工産業の振興が求められる

大月町のここを聞く

訪問介護

介護体制再構築を
　連携の強化に努める／町長

地
域
振
興

キ
ビ
ナ
ゴ
等
加
工
産
業
を

　
実
情
に
即
し
て
実
施
／
町
長

課
題
克
服

3
対
策
の
具
体
化
を

　
国
・
県
の
積
極
的
活
用
／
町
長



⑱

発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
中
学
卒
業
後
、
私
は

都
会
に
あ
こ
が
れ
、

１０

年
ほ
ど
大
阪
に
出
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
地

元
を
離
れ
る
と
、
私
が

７
歳
の
時
に
世
を
去
っ

た
父
の
こ
と
を
思
い
出

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

父
は
「
は
や
ぶ
さ
水
産
」

を
立
ち
上
げ
、

３７
歳
の

若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ

た
の
で
す
。
父
の
無
念

を
思
い
ま
し
た
。

　
父
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
祖
父
母
は
、
父

の
残
し
た
「
は
や
ぶ
さ

水
産
」
を
軌
道
に
乗
せ

よ
う
と
懸
命
に
働
き
ま

し
た
。
朝
早
く
沖
に
出
て
、

生
け
簀
に
飼
っ
て
い
る

鯛
や
ブ
リ
に
餌
を
や
る

の
で
す
。
当
時
は
生
エ

サ
を
や
っ
て
い
た
の
で

そ
の
苦
労
は
図
り
知
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
都
会
に
見
切
り

を
つ
け
、

２５
歳
の
時
に

柏
島
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

祖
父
母
は
非
常
に
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。「
バ
ト

ン
は
お
前
に
託
す
」
祖

父
母
の
無
言
の
言
葉
で
す
。

　
私
は
真
鯛
に
着
目
し

ま
し
た
。
人
手
が
か
か

ら
ず
、
自
動
で
餌
の
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
す
。
労
働

者
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

東
京
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
も
雇
い
入
れ
ま
し
た
。

真
鯛
の
小
割
は
１
０
０

基
に
も
な
り
ま
し
た
。

　「
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

日
本
に
誇
れ
る
真
鯛
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
、

柏
島
で
１
０
０
年
続
け

た
い
」
と
橋
本
さ
ん
は

強
い
決
意
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
若
者
の
取
り
組

み
に
熱
い
視
線
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
　
浦
木 

秀
雄
）

父
の
無
念

祖
父
母
の
苦
労

バ
ト
ン
は
お
前
に
託
す

真
鯛
に
着
目

強
い
決
意

編 

集 

委 

員

　
委
　

員
　

長
　
浦
木
　
秀
雄

　
副
委
員
長
　
依
岡
　
一
生

　
委
　
　
員
　
米
谷
　
勝
市

　
　
　
　
　
　
笹
木
　
章
弘

　
　
　
　
　
　
松
田
　
照
代

編
集
後
記

編
集
後
記

　
９
月
に
入
り
、
セ
ミ
の
大

合
唱
か
ら
秋
の
優
し
い
虫
の

声
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
が
終
了
し
、
議

員
は
各
委
員
会
、
地
区
懇
談

会
で
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
大

月
町
の
課
題
に
取
り
組
も
う

と
活
動
中
で
す
。

　
議
会
で
は
決
算
審
査
と
６

名
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
わ
か
ら
な
い
言
葉
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
分

か
り
や
す
く
読
ん
で
楽
し
い

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
出
来

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
松
田
照
代
）

朝５時、鯛の出荷に取り組む

柏島　はやぶさ水産　橋本  昇大 さん
しょうた

目指せ
100年
事業

目指せ
100年
事業
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